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すてきに人生すてきに人生

　「生涯スポーツとして、地元で年間を通して何
かを継続してやりたい」と、定年退職後からほ
ぼ毎日、市営温水プールに通っています。

　飯田さんは毎回2,000ｍを目標に、１時間休
むことなく泳いだり歩いたりしています。その
結果、毎年度プールで実施されている“スイム
マラソン”（年間の泳歩距離数）において、11
年連続で１位になっています。
　飯田さんは、ほとんど風邪もひかないような
健康体で、周りからも「肌つやがいい」「体力が
あるね」などと言われているそうです。
　「プールに通っていると、常連の方とコミュニ
ケーションをとることも楽しみの１つになって
きました。家に閉じこもりがちな年配の男性に
は、プールに通うことを勧めたいですね。」と、
飯田さんは話していました。

飯田 利夫 さん（70）
＝滝波町２＝

生涯スポーツとして
“プール通い”を日課に
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平
成
26
年
度
の

区
長
さ
ん

平
成
26
年
度
・
27
年
度

保
健
推
進
委
員

　

行
政
と
地
区
住
民
の
橋
渡
し
役

と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
く
区
長
を

ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

◎　

地
区
区
長
会
長

○　

同
副
会
長

☆　

同
理
事

勝
山
地
区
▼

☆
元
禄
＝
米
村
敏
男
、
元
町
２
＝

横
山
邦
広
、
元
町
３
＝
齊
藤
與
四

郎
、
昭
和
町
１
＝
大
沢
佑
治
、
昭

和
町
２
＝
西
川
清
文
、
☆
昭
和
町

３
＝
久
保
隆
保
、
☆
旭
町
１
＝
杖

谷
雄
次
、
旭
町
２
＝
羽
生
英
昭
、

○
旭
毛
屋
町
＝
松
野
一
男
、
☆
立

川
町
＝
松
山
健
一
、
上
郡
＝
久
保

勝
美
、
上
袋
田
＝
郡
谷
栄
一
、
下

袋
田
＝
橋
本
嘉
祐
、
上
後
＝
上
山

哲
夫
、
◎
中
後
＝
杉
平
信
夫
、

☆
下
後
＝
池
田
高
秋
、
☆
上
長
渕

＝
木
村
嘉
雄
、
下
長
渕
＝
川
端
浩

二
、
○
富
田
＝
木
下
潔
、
沢
町
＝

北
川
誠
一
、
☆
芳
野
町
＝
安
岡
明
治

猪
野
瀬
地
区
▼

○
猪
野
口
＝
藤
木
耕
読
、
若
猪
野

＝
松
山
保
雄
、高
島
＝
南
部
弘
昭
、

西
高
島
＝
三
觜
博
信
、
毛
屋
＝
田

中
秀
則
、
猪
野
＝
天
野
義
廣
、

◎
片
瀬
＝
竹
原
幸
雄
、
片
瀬
町
＝
横

井
勝
太
郎
、
岡
横
江
＝
丸
山
勝
治

　

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
や
地
区
の
方
へ

の
検
診
の
お
勧
め
、
地
区
健
康
教

室
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
、
地
域

に
密
着
し
た
健
康
づ
く
り
活
動
を

行
う
保
健
推
進
員
を
ご
紹
介
し
ま

す
。（
敬
称
略
）

勝
山
地
区
▼

浦
野
千
鶴
子
、
菱
田
和
代
、
岡
田

優
子
、
松
田
眞
智
子
、
和
田
文
代
、

北
川
淑
枝
、
酒
井
藤
子
、
木
原
雪

恵
、
山
川
良
子
、
斎
藤
清
子
、
安

岡
久
美
子
、
山
本
治
子
、
石
黒
寿

子
、
榮
輝
美
、
野
邊
恵
子
、
三
㟢

静
代
、
秦
久
子
、
永
吉
よ
し
子
、

前
田
恵
美
子
、
長
谷
川
美
穂
子
、

木
下
こ
と
ゑ
、
石
畝
美
根
子
、
石

畝
友
子
、
向
原
和
代
、
小
山
佳
惠

子
、
川
端
節
子

猪
野
瀬
地
区
▼

高
須
す
え
を
、
伊
藤
く
る
美
、
原

田
美
樹
子
、
米
村
登
美
子
、
中
村

美
恵
子
、
中
村
廣
子

平
泉
寺
地
区
▼

平
林
順
子
、
福
田
さ
ち
子
、
坂
井

芳
子

村
岡
地
区
▼

川
上
由
紀
子
、
玉
木
千
江
子
、
松

原
優
子
、
村
上
千
惠
子
、
竹
内
榮

子
、
石
畝
友
紀
子
、
川
原
和
子
、

平
泉
寺
地
区
▼

◎
平
泉
寺
＝
平
泉
浤
祥
、
赤
尾
＝

福
田
豊
彦
、
笹
尾
＝
手
塚
豊
治
、

大
渡
＝
上
山
雅
弘
、
壁
倉
＝
福
田

光
雄
、
○
岩
ケ
野
＝
辻
尊
志
、
大

矢
谷
＝
山
内
嘉
夫
、
小
矢
谷
＝
中

山
茂
治
、
神
野
＝
沢
榮
治
、
経
塚

＝
藪
繁
光
、
上
野
＝
窪
瀬
正
直

村
岡
地
区
▼

○
滝
波
町
＝
川
原
龍
夫
、
◎
郡
町

＝
今
井
克
己
、五
本
寺
＝
西
野
學
、

黒
原
＝
前
田
寿
夫
、
栃
神
谷
＝
松

崎
洋
一
、
暮
見
＝
中
村
長
則
、

○
寺
尾
＝
前
田
吉
一
、
浄
土
寺
＝

本
多
秀
正
、
長
山
町
＝
門
徳
雄

北
谷
地
区
▼

中
尾
＝
石
井
孝
幸
、
北
六
呂
師
＝

加
藤
英
孝
、◎
河
合
＝
斉
藤
邦
夫
、

木
根
橋
＝
佐
々
木
貞
夫
、
○
小
原

＝
杉
吉
政
巳
、
谷
＝
田
中
久
明
三

野
向
地
区
▼

◎
龍
谷
＝
田
中
政
男
、
竹
林
＝
吉

元
禎
、
○
聖
丸
＝
西
出
健
一
、
深

谷
＝
平
林
真
一
、
薬
師
神
谷
＝
山

内
則
人
、
牛
ケ
谷
＝
清
水
嘉
夫
、

北
野
津
又
＝
小
泉
強
、
横
倉
＝
北

川
雅
敏

荒
土
地
区
▼

松
田
＝
松
村
清
雄
、
田
名
部
＝
丹

後
繁
、
◎
布
市
＝
黒
田
巌
、
清
水

島
＝
布
川
守
、
北
新
在
家
＝
石
川

健
治
、
○
別
所
＝
横
山
俊
一
、
境

＝
山
内
博
、
戸
倉
＝
日
谷
哉
、
西

ケ
原
＝
乾
甚
一
、
新
道
＝
岩
倉
治
、

細
野
口
＝
下
牧
一
郎
、
北
宮
地
＝
水

井
秀
久
、
堀
名
＝
石
井
勲
、
中
清

水
＝
石
塚
猛
、
○
伊
波
＝
皿
澤
吉

朗
、
妙
金
島
＝
齋
藤
治
一
、
新
保

＝
多
田
誠
、
松
ケ
崎
＝
玉
木
憲
治

北
郷
地
区
▼

西
妙
金
島
＝
稲
垣
健
二
、
檜
曽
谷

＝
津
田
四
十
四
、
新
町
＝
鈴
木
八

束
、
志
比
原
＝
小
林
滝
夫
、
◎
上

森
川
＝
立
平
幸
太
郎
、
下
森
川
＝

笠
川
吉
盛
、
東
野
＝
石
川
栄
一
、

伊
知
地
＝
川
村
謙
一
、
○
坂
東
島

＝
笠
松
平
明
、
上
野
＝
木
下
光
夫

鹿
谷
地
区
▼

保
田
＝
松
名
昭
一
、
西
光
寺
＝
誓

斉
一
男
、
北
西
俣
＝
辻
範
訓
、
矢

戸
口
＝
尾
崎
清
、
本
郷
＝
山
内
茂

生
、
西
遅
羽
口
＝
飯
田
保
、
◎
東

遅
羽
口
＝
石
田
忠
夫
、
杉
俣
＝
山

内
義
明
、
志
田
＝
吉
田
操
、
○
発

坂
＝
嶋
田
基
昭
、
保
田
出
村
＝
島

田
勝
身

遅
羽
地
区
▼

○
下
荒
井
区
＝
早
川
義
保
、
◎
嵭

崎
＝
新
門
潔
、大
袋
＝
牧
野
昌
久
、

新
道
＝
酒
井
邦
春
、
北
山
＝
斎
藤

佐
智
雄
、
蓬
生
＝
斎
藤
正
夫
、
中

島
＝
松
山
滋
貞
、
千
代
田
＝
伊
藤

清
、
比
島
＝
太
田
穣

藤
沢
哲
子
、
平
内
け
さ
み
、
花
田

八
重
、
田
中
美
栄
子
、
中
村
佐
和

枝
、
岸
上
美
惠
子
、
田
中
富
美

北
谷
地
区
▼

小
林
み
ち
子

野
向
地
区
▼

滝
本
和
子
、
久
保
陽
子
、
森
本
和

子
、
髙
田
は
な
子
、
山
本
佳
子

荒
土
地
区
▼

多
田
と
し
え
、
多
田
和
子
、
竹
内

千
秋
、
大
谷
由
美
子
、
岩
岡
惠
子
、

五
十
嵐
里
美
、
泉
川
清
子
、
石
塚

美
枝
子
、
前
田
久
江
、
島
田
静
子
、

畠
山
利
枝

北
郷
地
区
▼

小
林
信
子
、
鈴
木
佳
菜
子
、
立
平

孝
子
、
石
川
智
恵
美
、
近
藤
香
代

子
、
横
井
良
子
、
木
下
美
春

鹿
谷
地
区
▼

斎
藤
利
子
、
田
川
時
子
、
中
廣
登

志
子
、
竹
内
幸
枝
、
石
田
弘
子
、

久
保
あ
つ
子
、
夛
田
雅
恵
、
石
田

た
つ
江

遅
羽
地
区
▼

小
池
美
惠
子
、
牧
野
榮
美
子
、
横

山
順
子
、
村
木
直
美
、
有
原
千
枝

子
、
松
山
安
江

問　

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

　

☎
87
‐
０
８
８
８
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■
市
民
約
６
０
０
人
が
参
加

　

４
月
13
日
に
テ
ク
ノ
ポ
ー
ト
福

井
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
昇
格

を
目
指
す
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
サ

ウ
ル
コ
ス
福
井
」
が
、
所
属
す
る

北
信
越
１
部
リ
ー
グ
の
今
季
開
幕

戦
を
行
い
ま
し
た
。

　

か
つ
や
ま
〝
恐
竜
サ
ッ
カ
ー
〞

大
使
で
あ
る
同
チ
ー
ム
は
、
開
幕

戦
当
日
を
「
か
つ
や
ま
サ
ン
ク
ス

デ
ー
」
と
し
て
勝
山
市
民
の
無
料

招
待
な
ど
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
無
料
バ
ス
と
え
ち
ぜ

ん
鉄
道
の
臨
時
無
料
列
車
も
運
行

さ
れ
、
約
６
０
０
名
の
市
民
が
ス

タ
ジ
ア
ム
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

試
合
は
坂
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

F
C
に
２
対
０
で
快
勝
し
、
Ｊ
Ｆ

Ｌ
昇
格
に
向
け
て
幸
先
の
良
い
ス

タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

■
小
中
高
校
生
も
協
力

　

試
合
運
営
に
も
市
民
が
積
極
的

に
参
加
し
ま
し
た
。
選
手
入
場
時

の
エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
や
ボ
ー
ル

ボ
ー
イ
、
負
傷
者
が
出
た
時
の
担

架
隊
な
ど
を
勝
山
市
の
小
中
高
校

生
が
務
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
試
合
前
と
ハ
ー
フ
タ
イ

ム
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
、
そ
れ

ぞ
れ
野
向
の
大
日
太
鼓
、
勝
山
の

ダ
ン
ス
キ
ッ
ズ
チ
ー
ム
が
行
い
ま

し
た
。

　

勝
山
か
ら
の
物
販
も
好
評
で
し

た
。

「かつやま
 ThanksDay」開催！

サウルコス福井
北信越１部リーグ開幕戦

ＪＦＬ絶対昇格！

勝山市から記念品の贈呈

エスコートキッズ

電車・バスで多くの市民が来場

ボールボーイの中学生

（上下）
アトラクション
の様子

サウルコス福井
ホームゲーム無料招待券

あります！
　招待券は数に限りがあるた
め、お一人様５枚までとさせ
ていただきます。
問　未来創造課（市役所２階）
　　☎88 ｰ 1115
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勝山市職員採用候補者前期試験
（大学卒、短大卒、高専卒程度）

受付期間　５月26日㈪～６月24日㈫
※午前８時30分～午後５時15分（土、日曜日を除く）

一次試験　7月27日㈰
※二次試験の日時等については、一次試験合格者に通知します

試験会場　福祉健康センター「すこやか」
　

平
成
26
年
度
勝
山
市
職
員
採
用

候
補
者
前
期
試
験
を
、
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員
▼

　

事　

務　

職　

２
人
程
度

　

土
木
技
術
職　

３
人
程
度

受
験
資
格
▼
左
記
の
と
お
り

試 

験
内
容
▼
教
養
試
験
、
適
性
検

査
、作
文
試
験
、専
門
試
験
（
土

木
技
術
職
の
み
）

申 

込
方
法
▼
試
験
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
総
務
課
人
事

職
員
グ
ル
ー
プ
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い

最
終
合
格
発
表
▼
９
月
中
旬

申
・
問　

総
務
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
３

試験区分・受験資格など

試験区分 受験資格（生年月日）

事務職 S60.4.2 ～ H5.4.1

土木技術職 S55.4.2 ～ H7.4.1

※ 土木技術職で、現に他の官公庁に
土木技術職として5年以上勤務し
ている方は一次試験を免除します

平
成
平
成
2525
年
度
年
度

　

勝
山
市
消
費
生
活
相
談
の
概
要

　

勝
山
市
消
費
生
活
相
談
の
概
要

　

勝
山
市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
が
平

成
25
年
度
に
受
け
付
け
た
相
談
は

３
２
１
件
（
苦
情
２
１
２
件
、
問

い
合
わ
せ
１
０
９
件
）
で
し
た
。

　

健
康
食
品
の
強
引
な
送
り
付
け

商
法
の
相
談
が
昨
年
度
よ
り
さ
ら

に
増
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
家
庭
用
配
置
薬
」や「
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー
」
の
強
引
な
販
売
に

関
す
る
相
談
が
増
加
し
ま
し
た
。

ど
の
分
野
の
相
談
に
も
相
談
者
は

70
歳
以
上
の
方
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
高
齢
者
が
狙
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

苦
情
相
談
（
２
１
２
件
）
の
特
徴

• 

70
才
以
上
の
方
か
ら
の
相
談
が

１
０
８
件
（
全
体
の
50
・
９
％
）

• 

商
品
別
で
み
る
と
、
多
か
っ
た

の
は
健
康
食
品
に
関
す
る
相
談

が
昨
年
度
14
件
か
ら
今
年
度
31

件
と
２
倍
以
上
増
加

• 

当
セ
ン
タ
ー
が
交
渉
な
ど
仲
介

す
る
こ
と
で
解
決
し
た
相
談
は

50
件
（
全
体
の
23
・
６
％
）

問　

市
民
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
３

H21～ 25年度消費生活相談件数推移

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

302

285

300 299

321

　

環
境
の
保
全
に
関
す
る
施
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る

た
め
、
平
成
20
年
11
月
に
策
定
し

た
「
勝
山
環
境
基
本
計
画
」
を
、

今
年
３
月
に
改
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
環
境
基
本
計
画
改
定

版
に
定
め
る
環
境
像
の
実
現
を
目

指
し
、
基
本
政
策
・
基
本
目
標
の

達
成
に
向
け
て
重
点
項
目
に
準
じ

た
施
策
を
確
実
に
推
進
す
る
た
め

第
２
次
実
施
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

　

環
境
基
本
計
画
改
定
版
に
つ
い

て
は
市
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問　

環
境
政
策
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
8
1
0
4

環
境
基
本
計
画

改
定
し
ま
し
た

勝山市職員採用候補者後期試験
（高卒程度）

一 次 試 験▶９月21日㈰
事　務　職▶１人程度
土木技術職▶１人程度
消　防　士▶１人
※前期試験申込者は受験できません
※ 詳細は広報かつやま7月号でお知
らせします
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幼稚園幼稚園ににあそびあそびににおいでよ♪おいでよ♪

　市内の幼稚園では、まだ保育園や幼稚園に通っていな
いお子さんに対して園を開放し、自由に安心して遊んで
いただいています。
　すべり台や砂場、絵本や紙芝居もたくさんあって、家
庭ではできない遊びを楽しむことができます。幼稚園児
と一緒に遊ぶこともできます。一度、幼稚園に遊びに来
てみませんか。

問　成器南幼稚園（元町2丁目18 ｰ 38）
　　☎88 ｰ 1382
　　勝山中部幼稚園（郡町2丁目2 ｰ 27）
　　☎88 ｰ 1271

みなみかぜタイム 成器南幼稚園
　毎週火曜日　９時30分～ 11時30分

ちびっこひろば 勝山中部幼稚園
　毎週水曜日　９時30分～ 11時30分

子育て相談日
　毎月第１火曜日　16時～

勝山市交通指導員のご紹介勝山市交通指導員のご紹介 くらしのご相談承りますくらしのご相談承ります
　4月14日、勝山市交通指導員25名の委嘱式が
行われました。指導員は今後、小学校での交通
安全教室や通学路の街頭指導など地域の交通安
全活動を行います。（順不同、敬称略）
問　環境政策課（市役所2階）☎88 ｰ 8104

　意識調査や出前講座などの消費者行政にご協力
いただく平成26年度のアドバイザーやモニター
に、下記の方々を委嘱しました。くらしに関する
ご相談をお寄せください。（順不同、敬称略）
問　市民課（市役所1階）☎88 ｰ 8103

勝
山
地
区
▼ 

加
藤
俊
和
、
久
保
金
喜
、

川
島
実
、
小
林
太
津
男
、

四
谷
昌
則
、
安
岡
久
子
、

林
文
隆

猪
野
瀬
地
区
▼
帰
山
一
朗
、
前
川
裕
子

平
泉
寺
地
区
▼
上
山
利
幸
、
坂
本
義
男

村
岡
地
区
▼ 

木
下
一
美
、
帰
山
清
孝
、

久
保
金
治
郎

野
向
地
区
▼
棚
田
喜
代
美
、
山
内
則
人

荒
土
地
区
▼
齋
藤
ケ
サ
ミ
、多
田
輝
雄
、

　
　
　
　
　
　

平
泉
節
子

北
郷
地
区
▼
小
林
元
実
、
平
井
喜
兵
衛

鹿
谷
地
区
▼
伊
藤
史
朗
、
山
内
徳
人

遅
羽
地
区
▼
斎
藤
甚
三
郎
、
松
山
安
江

◆
勝
山
市
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

大
瀬
浪
子
、
木
戸
幸
枝

　

林　

一
惠
、
山
内　

博

◆
勝
山
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

勝
山
地
区
▼
松
村
正
子
、
砂
田
利
子

猪
野
瀬
地
区
▼
中
村
さ
と
み

平
泉
寺
地
区
▼
牧
野
久
美
子

村
岡
地
区
▼
鈴
木
ひ
ろ
美

北
谷
地
区
▼
田
中
久
明
三

野
向
地
区
▼
小
泉
一
二
三

荒
土
地
区
▼
多
田
恭
子

北
郷
地
区
▼
田
中
和
子

鹿
谷
地
区
▼
山
内
美
智
代

　

遅
羽
地
区
▼
小
池
絹
子
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勝山市制60周年・勝山市医師会50周年記念事業

「勝山市の医療を考えるつどい」開催します「「「「「「「「「「「「「勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝山山山山山山山山山山山山山市市市市市市市市市市市市市のののののののののののの医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療ををををををををををををを考考考考考考考考考考考考考えええええええええええええるるるるるるるるるるるるるつつつつつつつつつつどどどどどどどどどどどどいいいいいいいいいいい」」」」」」」」」」」」」開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催しししししししししししししままままままままままままますすすすすすすすすすすすす
　市内医療機関にかかりつけ医を持つなど、将来にわたって勝山市の医療を守るための行動
につながること、平成26年4月1日から発足した全国組織である独立行政法人地域医療機能
推進機構（JCHO）の一病院としてスタートしたJCHO福井勝山総合病院の機能について市
民に周知することを目的に、つどいを開催しますのでぜひご参加ください。

と　き　　平成26年5月31日㈯　午後1時30分～4時
ところ　　勝山市民会館 大ホール
講　演　　①「新機構の役割について」
　　　　　　　　JCHO理事長　尾身 茂先生

　　　　　②「丹南地域医療と公立丹南病院」
　　　　　　　　公立丹南病院院長　伊藤　重二先生

シンポジウム　　「地域医療を推進するために」
　　　　　【パネラー】
　　　　　　●より良い地域医療機能推進機構の創設をめざす全国ネットワーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丸山　和彦 氏
　　　　　　●住民代表　　　　　　　　　　硲　かつ枝 氏
　　　　　　●JCHO福井勝山総合病院　　　兜　　正則 院長
　　　　　　●一般社団法人勝山市医師会　　若林正三郎 会長
　　　　　　●勝山市　　　　　　　　　　　山岸　正裕 市長

締切：平成26年7月31日㈭締切：平成26年7月31日㈭

勝山市フォトコンテスト

作品募集中！

詳しくはWEBで！
「勝山市フォトコンテスト」で検索！

勝山恐竜クロカンマラソン
締め切り迫る！

赤とんぼ市民調査員
今年も募集します

申込締切▶インターネット　　　５月 9日㈮
　　　　　郵便振替・窓口受付　５月19日㈪
申・問　勝山恐竜クロカンマラソン実行委員会
　　　　（生涯学習・スポーツ課内）
　　　　〒911-8501　勝山市元町1丁目5 ｰ 6
　　　　☎88 ｰ 8114

応募締切▶5月23日㈮
説 明 会▶5月25日㈰　午後3時～
　　　　（市民会館3階　第1会議室）
申・問　環境政策課（市役所2階）
　　　　☎88 ｰ 8104

問　健康長寿課（すこやか内）☎87 ｰ 0888

尾身 茂 氏
（JCHOトップ）

健康チャレンジ
10ポイント対象事業
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　下記健診について、5月下旬までに黄色の封
筒にてお届けします。
　特定健診を受けて、生活習慣病を予防しま
しょう！

◆国保特定健診（40歳～ 74歳の方）
　目　的：健康の保持・増進、生活習慣病の
　　　　　早期発見や改善
　負担額：1,300円
　（非課税世帯600円　※事前申請が必要です）
　※がん検診のご案内も同封します
◆後期高齢者健診（75歳以上の方）
　目　的：生活習慣病の早期発見や重症化予防
　負担額：無料
　※ 75歳に達する年度に特定健診を受診され
なかった方は、後期高齢者健診の対象とな
ります

≪注意事項≫
• 受診券には有効期限などが記載されています
のでご確認ください
• 公民館やすこやかで行う集団健診で受診する
か、指定の医療機関へお申し込みのうえ受診
してください
• 人間ドックを申し込まれた方へは、重複受診
となるため受診券は送付されません
• 5月以降の国民健康保険加入者へは受診券が
送付されませんので、受診をご希望の方は健
康長寿課へお申し込みください
• 受診時には「受診券」と「被保険者証」をお
持ちください

問　健康長寿課（すこやか内）☎87‐0888

健康維持のために特定健診は大切です健康維持のために特定健診は大切です
国
保

知らなきゃソン！ウオーキングによる様々な効果！知らなきゃソン！ウオーキングによる様々な効果！

《脳を活性化する》足の筋肉か
ら脳細胞へ刺激が伝わり、認知
症予防など老化防止に効果的

《肥満を防ぐ》大量の酸素を体内に取
り入れ、効率よく体内脂肪を燃焼する

《高脂血症・動脈硬化の予防》
善玉コレステロールが増え、
高脂血症・動脈硬化を防ぐ

《糖尿病を防ぐ》血糖調整に必
要なインスリンの働きが活性
化され、血糖値を下げる

《ストレス解消》自律神経が落
ち着くことで、体のリズムが
整い、心がリフレッシュし、
ストレスに強くなる

《高血圧・心臓病の予防》血液
の流れが良くなり血圧が安定
する

《美肌効果》有酸素運動により
新陳代謝が活発になり、肌を
若々しく保つ

《骨粗鬆症・転倒予防》足腰の
骨や筋肉が強くなる

やらなきゃソン！「健康チャレンジ」参加者募集！！
　ウォーキングでポイントを貯める「健康チャレンジ事業」の参加
者を募集しています。期間中に100ポイント集めた方は、豪華賞品
の抽選会に参加できます。詳細は市ホームページをご覧ください。
期　間▶平成26年５月25日㈰～ 10月26日㈰
参加料▶500円　　申込締切▶５月19日㈪
申・問　健康長寿課（すこやか内）☎87 ｰ 0888
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勝山の成人式が表彰を！
■４月11日　勝山市役所

　今年の勝山市の成人式運営を行った実行委員会の
取り組みが認められ、2014成人式大賞で優秀賞を
受賞したので、実行委員２名が受賞報告に市役所を
訪れました。

弁天桜まつり大にぎわい
■４月12・13日　弁天河原

　今年は桜が見事に咲き誇り、快晴に恵まれた弁天
桜まつりは大勢の花見客で賑わいました。

春の平泉寺一斉清掃行われる
■４月13日　平泉寺

　平泉寺白山神社境内等で、杉の枝や落ち葉を集め
る清掃が行われ、平泉寺区民、サポーターズクラブ、
市職員含むボランティア約180名が参加しました。

ミチノクフクジュソウ観察会
■４月15日　北谷町

　毎年ミチノクフクジュソウの保全活動を行ってい
る村岡小学校の６年生が、現地で実際に咲いている
花の観察会を行いました。

絵画が寄贈されました
■４月15日　教育会館

　市内在住の画家小林清一郎さん(79)＝旭町２＝か
ら市内の原風景を描いた油絵2点が勝山市に寄贈さ
れました。作品は教育会館１階ロビーで展示中です。

勝山城で盛大にお茶会開催
■４月20日　勝山城博物館

　勝山城博物館で清明茶会が開催され、大勢の来場
者で賑わいました。日本庭園では野点（のだて）が
行われました。

広報かつやま5月号 №714 　　 8

恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク

５
月
エ
コ
協
通
信

　

10
地
区
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活

動
の
取
り
組
み
を
順
番
に
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

第
４
回
は
北
郷
町
で
す
。

　　

平
成
14
年
の
協
議
会
発
足
時
に

は
、
北
郷
町
史
跡
・
遺
跡
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
案
内
標
識
や
案
内
大
看
板
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
鷲
ヶ
岳
登
山
道
」
の
補
修
や

整
備
も
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
残
し
た
い
伝
承
料
理
・
郷
土

伝
統
食
文
化
研
究
の
参
考
と
す
る
た
め

に
、
町
民
へ
食
文
化
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。

●
「
ほ
た
る
の
里
」

　

北
郷
公
民
館
前
に
「
ほ
た
る
の
里
」
を

作
り
ま
し
た
。
林
の
伐
採
等
で
土
地
を
整

備
し
、
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
も

利
用
し
て
東
屋
を
建
て
ま
し
た
。
毎
年
６

月
に
、
こ
の
場
所
で
ホ
タ
ル
鑑
賞
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

●
鮎
を
使
っ
た
お
寿
司

　

九
頭
竜
川
の
鮎
を
使
っ
た
甘
露
煮
や
昆

布
巻
き
は
北
郷
の
郷
土
料
理
で
す
。
こ
の

「
鮎
の
甘
露
煮
」

を
使
っ
て
押
し
寿

司
を
試
作
し
た
と

こ
ろ
、
試
食
会
で

好
評
だ
っ
た
の

で
、
町
文
化
祭
に

２
０
０
食
、
勝
山

年
の
市
に
６
０
０

食
を
出
品
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
巻
き
寿
司
に
変
更
し
て
商
品

化
を
進
め
、
う
ま
い
も
ん
祭
り
で
２
０
０

本
、
年
の
市
で
３
０
０
本
を
出
品
し
た
と

こ
ろ
、
ど
ち
ら
も
午
前
中
で
完
売
す
る
ほ

ど
の
売
れ
行
き
で
し
た
。

　

現
在
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
か
ら
独

立
し
「
鮎
を
嗜た
し
なむ
会
」
と
な
り
、
北
郷
の

特
産
品
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す

●
岩
屋
奥
の
観
光
地
化

　

近
年
は
、
岩
屋
奥
の
観
光
地
化
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
岩
屋
へ
の
入
り
口
と
な
る
上
野

地
区
に
植
樹
を
し
、
観
光
ロ
ー
ド
で
つ
な

が
る
岩
屋
の
里
山
自
然
観
察
園
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。
草
刈
り
や
花
木
の
植
樹
お

よ
び
ビ
オ
ト
ー
プ
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岩
屋
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
奥

に
あ
る
「
大
鷲
滝
」
の
道
路
整
備
に
も
取

り
組
み
、
崩
れ
落
ち
る
土
砂
と
格
闘
し
な

が
ら
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
埋
め
て
、
杭
打
ち
や

ロ
ー
プ
張
り
等
を
、
人
力
で
少
し
ず
つ
進

め
て
い
ま
す
。
進
捗
状
況
は
、
登
山
で
い

え
ば
６
合
目
あ
た
り
で
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
、
北
郷
町
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
は
３
部
会
（
ふ
れ
あ
い
交
流
部

会
、
特
色
づ
く
り
部
会
、
地
域
づ
く
り
部

会
）
構
成
に
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

わ
が
ま
ち
元
気
発
酵
事
業
補
助
金
を
活
用

し
な
が
ら
「
岩
屋
奥
の
観
光
地
化
」
を
継

続
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

文
章　

北
郷
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

問 　

勝
山
市
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
議
会

事
務
局　

☎
87
‐
1
0
1
1

　

勝
山
市
は
、
そ
の
全
域
が
「
恐
竜
渓

谷
ふ
く
い
勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
し
て

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
お

り
、
全
国
で
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
活
動

で
き
る
地
域
は
平
成
26
年
４
月
末
時
点

で
33
地
域
あ
り
ま
す
。

　

今
月
か
ら
、
隔
月
で
「
恐
竜
渓
谷
ふ

く
い
勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
魅
力
や
市

民
の
皆
様
の
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
な
ど
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

●「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
っ
て
な
に
？

　
「
ジ
オ
（
G
e
o
）」
と
は
、
地
球
や

大
地
を
表
す
言
葉
で
す
。「
パ
ー
ク

（
P
a
r
k
）」
は
人
の
集
ま
る
場
所
、

公
園
を
指
し
ま
す
。
よ
っ
て
、ジ
オ
パ
ー

ク
と
は
、「
地
球
全
体
を
楽
し
む
公
園
」、

「
大
地
の
公
園
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
単
に
地
形
・
地
質
の
重
要
な

サ
イ
ト
を
集
め
た
と
い
う
だ
け
で
は
ジ

オ
パ
ー
ク
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
地
形
・

地
質
と
、
生
態
系
や
人
間
生
活
と
の
関

係
を
示
す
こ
と

が
で
き
る
サ
イ

ト
が
あ
り
、
地

域
の
人
が
地
域

の
様
々
な
貴
重

な
地
質
遺
産
等

を
守
り
、
遺
産

の
価
値
を
理
解

し
学
び
、
遺
産

を
活
用
し
て
、

将
来
に
向
け
て

「
持
続
可

能
な
地
域

の
発
展
」

の
た
め
に

取
り
組
み

が
行
わ
れ

て
い
る
場

所
が
ジ
オ

パ
ー
ク
と

見
な
さ
れ
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
訪
れ

た
人
に
と
っ
て
は
、
そ
の
地
域
の
地
質

遺
産
や
そ
の
他
の
遺
産
、
人
の
活
動
を

ま
る
ご
と
楽
し
む
場
所
に
な
り
ま
す
。

勝
山
市
で
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
を

市
民
と
と
も
に
行
っ
て
い
ま
す
。

●
勝
山
市
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
テ
ー
マ

　

恐
竜
は
ど
こ
に
い
た
の
か
？

大
地
が
動
き
、
大
陸
か
ら
勝
山
へ

　

勝
山
市
の
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
中
国

大
陸
に
恐
竜
が
生
息
し
て
い
た
時
代
か

ら
勝
山
の
地
で
恐
竜
化
石
が
発
見
さ
れ

る
間
の
「
恐
竜
や
恐
竜
化
石
」
を
中
心

と
し
た
時
間
軸
の
中
で
起
こ
っ
た
様
々

な
地
球
活
動
の
遺
産
や
地
球
の
活
動
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
豊
か
な
生
態
系
、
そ

れ
ら
風
土
に
よ
り
育
ま
れ
た
歴
史
、
文

化
、
産
業
と
い
っ
た
勝
山
の
人
々
の
暮

ら
し
ぶ
り
を
学
び
、
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
れ
が
「
恐
竜
渓
谷
ふ
く
い

勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク
」
な
の
で
す
。

問　

観
光
政
策
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
７

－ 第１回 － 第１回 －－　教えて！「ジオパーク」って？　教えて！「ジオパーク」って？

恐
竜
化
石
発
掘
地
で
子

ど
も
た
ち
が
学
ぶ
様
子

ジオツアー「恐竜と大地探検ツアー」
の様子（大矢谷白山神社の巨大岩塊）
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（
星　

塚
）

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
国
泰
寺
境
内
に
建
つ
（
星

塚
）
で
あ
る
。「
歴
史
の
散
歩
道
」
の
（
36
）

（
86
）
で
同
寺
境
内
の
撫
子
塚
が
、（
34
）
で
龍
谷

公
園
の
紅
梅
塚
・
桜
塚
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
勝
山
を
代
表
す
る
俳
人
比
良
野

帰
雲
坊
が
関
係
し
て
い
る
。
帰
雲
坊
に
つ
い
て
は

何
度
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
説
明
を
は
ぶ
く
。
今

回
は
撫
子
塚
の
か
た
わ
ら
に
建
つ
帰
雲
坊
の
句

が
刻
ま
れ
た
（
星
塚
）
を
紹
介
す
る
。

　
（　

）
に
し
た
の
は
正
式
な
名
前
が
付
け
ら
れ

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
散
歩
道
の
（
86
）
で
撫

子
塚
再
建
に
か
か
わ
る
別
冊
が
不
明
と
あ
っ
た
。

昨
年
そ
の
別
冊
に
あ
た
る
和
綴
本
が
国
泰
寺
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
経
緯

は
石
碑
調
査
に
際
し
、
撫
子
塚
の
側
面
に
刻
ま

れ
た
文
字
が
判
読
で
き
ず
、
国
泰
寺
の
乾
和
尚

に
文
献
が
残
さ
れ
て
い
な
い
か
を
調
べ
て
い
た
だ

い
た
。

　

そ
し
て
見
つ
か
っ
た
の
が
「
撫
子
塚
再
築　

附

録　

星
塚
集
」
と
表
書
さ
れ
た
俳
句
集
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
撫
子
塚
再
建
に
至
る
経
緯
、
塚
の
裏

銘
、
星
塚
建
設
の
経
緯
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
「
附
録　

星
塚
集
」
と
あ
る
よ
う
に
二
統
社
・

川
上
社
・
紅
梅
社
の
俳
人
の
句
が
1
2
0
首
余

詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
帰
雲
坊
の
句
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、岫
水
（
太
田
吉
夫
）、如
芥
（
柳

町
助
太
郎
）、
吐
月
（
斎
藤
遊
絲
）
な
ど
、
当
時

の
勝
山
を
代
表
す
る
俳
人
で
あ
り
、
地
方
政
治
・

経
済
界
で
活
躍
し
た
人
物
の
句
が
並
ん
で
い
る
。

　
「
星
塚
集
」
に
は
帰
雲
坊
自
身
の
句
「
心
凉
し

我
と
我
か
碑
に
手
向
水
」
が
詠
ま
れ
、
集
の
最

後
は
「
世
に
残
る
光
や　

祭
る
星
の
塚　

戊
戌

（
明
治
31
年
）
夏　

七
十
三
叟　

柳
庵
一
瓢
」
で

終
わ
っ
て
い
る
。
な
お
、
星
塚
に
は
「
明
け
残
る　

星
の
光
や　

秋
の
月
」
の
句
と
、
八
十
叟
帰
雲

坊
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

龍
谷
公
園
に
建
つ
紅
梅
塚
に
は
芭
蕉
の
句
が

刻
ま
れ
、
隣
に
は
帰
雲
坊
の
句
「
明
日
あ
り
と　

思
へ
と
暮
る
　ゝ

桜
か
な
」
が
刻
ま
れ
、
桜
塚
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
る
な

ら
ば
、
巴
文
の
撫
子
塚
の
か
た
わ
ら
に
あ
る
こ
の

塚
は
、
先
の
冊
子
の
名
の
通
り
「
星
塚
」
と
呼
ぶ

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
帰
雲
坊
の
著
で

あ
る
「
星
塚
集
」
は
近
々
発
刊
の
予
定
で
あ
る
。

「算数が
好きになる本」

～算数を学ぶ意味と
方法がわかる～

「おたまじゃくしの
しょうがっこう」「さいごの毛布」

芳沢　光雄／著
講談社

かこ　さとし／作・絵
偕成社

近藤　史恵／著
ＫＡＤＯＫＡＷＡ

算数を得意科目にしてみませんか？算数を
身近に感じるお話から、テストの見直しの
コツ、計算の基本ルール、成績アップの方
法など、小学生のころはおちこぼれだった
のに数学者になれたヨシザワ先生が、算数
の面白さがわかるポイントを教えます。

後ろ足がはえそろったいちべえ沼のおたま
じゃくしたち。小学校に入って、言葉や俳句、
算数の勉強をしています。ある日、お弁当
をもって池をすいすい泳いでいると、静か
だった沼の底から大きな影が近づいてきま
した。びっくりした生徒たちは大騒ぎで…。

最期を飼い主の代わりに看取る「老犬ホー
ム」に勤めることになった智美。身勝手
とも思える理由で犬を預ける飼い主たち
の真実を目の当たりにした彼女は、犬た
ちの姿に自らの孤独を重ね…。『小説野性
時代』掲載を単行本化。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成26年4月末 前年比

総件数 180件 －6件

人身事故
（うち高齢者）

20件
（4）

3件
（0）

死　者
（うち高齢者）

0人
（0）

－1人
（－1）

傷　者 24人 ＋8人

物損事故 160件 －9件

５月の納税

3月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 4月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,993人 9 －20 －11 28 －41 －13 11,969人 －24人
女 13,139人 4 －16 －12 35 －38 －3 13,124人 －15人
合　計 25,132人 13 －36 －23 63 －79 －16 25,093人 －39人
世帯数 8,088世帯 8,084世帯 －4世帯

人口の動き

軽自動車税▶第１期
納期限▶6月2日㈪　口座振替▶5月26日㈪

交通事故発生状況
※高齢者=65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪12

広報かつやま5月号 №714 　　 10

勝山市安全安心推進審議会

勝山警察署

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
??

　
「
皮
膚
の
ぶ
つ
ぶ
つ
」
は
、

発
熱
を
伴
わ
な
い
湿
疹
の
よ
う

な
も
の
か
ら
、
ウ
ィ
ル
ス
や
細

菌
感
染
に
よ
る
も
の
、
あ
せ
も
、

虫
刺
さ
れ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
お
子

さ
ん
の
状
態
を
よ
く
観
察
し
、

判
断
し
ま
し
ょ
う
。

■
観
察
の
ポ
イ
ン
ト

　

皮
膚
の
ぶ
つ
ぶ
つ
の
大
き

さ
、
水
を
含
ん
で
い
る
か
、
ど

こ
に
で
き
て
い
る
か
を
よ
く
見

ま
し
ょ
う
。
多
く
の
場
合
、
ぶ

つ
ぶ
つ
だ
け
で
夜
間
救
急
に
か

か
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
発
疹
が
口
の
中
や
口
の

ま
わ
り
に
で
き
て
い
る
場
合

は
、
気
管
に
も
発
疹
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
た
め
注
意
し
て
観

察
し
ま
し
ょ
う
。

■
様
子
を
見
た
ほ
う
が
良
い
場
合

•
か
ゆ
み
が
あ
る
が
眠
れ
そ
う

•
小
さ
な
水
ぶ
く
れ
が
出
て
き
た

• 

皮
膚
の
ぶ
つ
ぶ
つ
に
膿
や
汁

が
あ
る

•
目
と
唇
が
赤
い

• 

熱
が
長
引
き
、
皮
膚
に
ぶ
つ

ぶ
つ
が
出
て
き
た

■
家
庭
で
で
き
る
こ
と

　

か
ゆ
み
が
あ
る
時
は
、
冷
や

し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

症
状
が
出
て
い
る
う
ち
に
携

帯
な
ど
で
写
真
を
撮
り
、
診
察

時
に
医
師
に
見
せ
ま
し
ょ
う
。

■
す
ぐ
に
受
診
し
た
ほ
う
が

い
い
場
合

•
顔
や
唇
が
腫
れ
て
き
た

• 

息
苦
し
く
、
声
が
か
す
れ
て

き
た

• 

暗
い
紫
色
の
ぶ
つ
が
出
て
い

る
※ 

受
診
す
る
場
合
に
は
、
ほ
か

の
患
者
さ
ん
に
う
つ
す
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
十
分
に
認

識
し
、
看
護
師
さ
ん
に
伝
え

ま
し
ょ
う

問 　

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か

内
）
☎
87
‐
０
８
８
８

皮
膚
の
ぶ
つ
ぶ
つ
編

「
子
ど
も
の
急
病
時
の
対
応
」

「
子
ど
も
の
急
病
時
の
対
応
」

「
声
掛
け
と
鍵
掛
け
」
の

　

心
掛
け
で
空
き
巣
犯
を

撃
退
！

〜
農
繁
期
は

空
き
巣
事
件
多
発
〜

•
声
掛
け

　

常
日
頃
か
ら
近
所
と
の
挨
拶

な
ど
の
声
掛
け
と
、
見
か
け
な

い
人
へ
の
声
掛
け
を
し
ま
し
ょ

う
。
近
所
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
る
地

域
へ
は
、
よ
そ
者
は
入
り
づ
ら

く
、
ま
た
泥
棒
は
、
声
を
掛
け

ら
れ
た
り
、
地
域
の
人
に
見
ら

れ
る
と
、
そ
の
地
域
で
の
犯
行

を
諦
め
ま
す
。

•
鍵
掛
け

　

家
な
ど
の
窓
や
出
入
口
の
鍵

を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
主
鍵
と

補
助
鍵
を
掛
け
る
（
ワ
ン
ド

ア
ツ
ー
ロ
ッ
ク
）
と
、
よ
り

一
層
防
犯
効
果
が
あ
り
ま

す
。

•
心
掛
け

　

常
に
防
犯
に
対
す
る
心
掛

け
が
、防
犯
に
繋
が
り
ま
す
。

　

特
に
農
繁
期
に
は
集
落
全

体
が
留
守
宅
に
な
り
ま
す
。

空
き
巣
犯
に
狙
わ
れ
や
す
い

環
境
と
な
り
ま
す
。

リ
ュ
ウ
ピ
ー
と
チ
ャ
マ
ゴ
ン
の

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

　市では、各地区の団体や市民団体などの青少年健
全育成活動に対し、補助要綱に基づき支援をします。
助成金額▶１団体につき上限３万円（予算の範囲内）
申込締切▶７月18日㈮
問　青少年育成勝山市民会議　事務局
　　☎87 ｰ 0101
　　生涯学習・スポーツ課（教育会館2階）
　　☎88 ｰ 8114

演　題▶「そっとやさしく　～結～」
講　師▶音楽工房「夢のかぼちゃ」店主
　　　　　長島　りょうがん 氏　
と　き▶５月30日㈮
　　　　　　講演時間　19:20 ～ 20:35
　　　　　　　　　　　　　　トークライブ
ところ▶福祉健康センターすこやか
　　　　多目的ホール

問　生涯学習スポーツ課　☎88 ｰ 8114

勝山市青少年健全育成勝山市青少年健全育成
推進事業のご案内推進事業のご案内人権啓発・青少年健全育成講演会人権啓発・青少年健全育成講演会

鹿谷町での城山整備

～講師プロフィール～
　三重県紀州熊野出身。文
部科学省時代、全国行脚で
多くの人との出会いが宝と
なり人と人とが温かい心で
結ばれることを願い、講演・
音楽活動を続け、絆を大切
に精力的に活動している。


